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文
化
部
の
保
土
ケ
谷
宿
散
策

―
県
内
で
発
見
の
連
続
―

　

今
年
の
夏
休
み

に
家
族
で
韓
国
に

旅
行
に
行
っ
た
。

ソ
ウ
ル
は
だ
い
ぶ

前
に
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
が
、
釜
山

は
初
め
て
の
訪
問

で
あ
る
。
そ
こ
は
高
層
ビ
ル
が

建
ち
並
び
、
機
能
的
で
広
い
地

下
街
の
あ
る
洗
練
さ
れ
た
街
並

み
に
、
所
々
朝
鮮
戦
争
初
期
に

形
作
ら
れ
た
闇
市
跡
の
混
沌
と

し
た
部
分
が
混
ざ
り
あ
う
多
様

性
に
溢
れ
る
都
市
だ
っ
た
。
ま

た
食
事
は
海
産
物
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
い
、
日
本
人
に
合
う
味
付

け
の
美
味
し
い
料
理
が
印
象
的

だ
っ
た
。
英
語
圏
ほ
ど
は
円
安

に
よ
る
物
価
高
を
感
じ
ず
、
食

事
や
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
▼
韓

国
語
は
「
こ
ん
に
ち
は
」
や
「
あ

り
が
と
う
」
し
か
話
せ
ず
、
ホ

テ
ル
職
員
や
店
員
と
は
日
本
語

で
も
韓
国
語
で
も
な
く
、
片
言

の
英
語
で
意
思
疎
通
を
図
っ

た
。
隣
国
で
か
つ
肌
の
色
も
顔

つ
き
も
似
て
い
る
の
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
英
語
を
使
う

こ
と
に
、
文
化
的
な
距
離
を
感

じ
る
と
と
も
に
な
に
か
物
足
り

な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
街
を

歩
く
と
、
日
本
統
治
下
の
負
の

歴
史
や
、
北
と
の
緊
張
を
抱
え

な
が
ら
も
経
済
発
展
を
遂
げ
る

こ
の
国
の
力
強
さ
を
感
じ
る
。

地
政
学
的
リ
ス
ク
を
抱
え
る
中

で
成
長
を
続
け
る
様
子
に
は
、

我
が
国
が
学
ぶ
べ
き
点
が
沢
山

あ
る
と
思
う
▼
来
年
も
再
び
釜

山
を
訪
れ
る
予
定
だ
。
今
度
は

も
う
少
し
ハ
ン
グ
ル
を
学
び
、

街
の
中
の
ハ
ン
グ
ル
表
記
を
読

み
解
く
と
と
も
に
、
翻
訳
ア
プ

リ
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
も
、

挨
拶
や
簡
単
な
会
話
を
交
わ
せ

る
よ
う
に
な
り
た
い
。
地
域
の

人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
増
や
し
、
韓
国
と
い
う
隣

国
を
肌
で
感
じ
て
い
き
た
い
。

（
関
）

田中麻衣子
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今号は文化号です

当会が利用するメール配信サービスへの

不正アクセスに伴う

個人情報漏えいの可能性について

文
化
部
長

濱
名　

哲
郎

診
療
報
酬
の
期
中
改
定
は
必
須

人
件
費
上
昇
・
物
価
高
騰
に
追
い
付
か
ず

歯
科
医
院
の
廃
業
等
が
過
去
最
多

科
材
料
費
の
高
騰
に
加
え
、
院

長
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に

伴
う
廃
業
の
傾
向
も
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
同
社
の
全
国
企
業
倒

産
集
計
に
よ
る
と
、
医
療
機
関

の
倒
産
は
今
年
１
月
～
９
月
ま

で
で
６０
件
に
達
し
た
※

。
こ
れ

は
過
去
最
多
だ
っ
た
昨
年
の
同

時
期
と
比
べ
て
も
１２
件
多
い
件

数
。
同
社
は
上
半
期
の
分
析
レ

ポ
ー
ト
で「
小
規
模
な
診
療
所

の
倒
産
が
全
体
の
件
数
を
押
し

上
げ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

「
昨
年
よ
り
減
益
」
が

６
割
超

　

全
国
医
学
部
長
病
院
長
会

議
、
国
立
大
学
病
院
長
会
議
、

日
本
私
立
医
科
大
学
協
会
の
３

団
体
は
１０
月
１６
日
、
初
の
合
同

会
見
を
開
い
た
。
２６
年
度
の
大

学
病
院
の
経
営
状
況
に
つ
い

て
、
医
業
収
益
は
前
年
比
８
％

増
で
、
医
業
費
用
は
６
％
増
と

の
限
定
的
な
試
算
を
示
し
た
ほ

か
、
利
益
が
出
る
か
「
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
」
と
言
及
。
老

朽
化
し
た
施
設
等
に
投
資
す
る

余
力
は
な
い
と
し
た
。

　

翌
週
２０
日
に
は
日
本
病
院

会
、
全
日
本
病
院
協
会
、
日
本

医
療
法
人
協
会
が
今
年
の
改
定

直
後
の
６
月
を
対
象
と
し
た
、

病
院
経
営
定
期
調
査
の
中
間
報

告
を
発
表
。
収
益
の
伸
び
が
費

用
を
上
回
り
赤
字
額
が
縮
小

し
、
赤
字
病
院
の
割
合
は
７２
・

１
％
か
ら
５５
・
４
％
に
減
っ
た

も
の
の
、
半
数
超
は
赤
字
の
状

況
が
続
い
て
い
る
と
し
た
。

　

さ
ら
に
保
団
連
は
１０
月
２２

日
、
診
療
報
酬
の
期
中
改
定
の

実
施
を
求
め
る
要
請
書
を
厚
労

省
へ
提
出
。
今
年
８
月
の
経
常

収
支
が
昨
年
８
月
に
比
べ
て
減

益
に
な
っ
た
と
回
答
し
た
医
療

機
関
は
６４
％
と
半
数
を
超
え

た
。
増
益
は
１５
％
、
変
化
な
し

は
１４
％
だ
っ
た
。

１０
月
２６
日
に
開
か
れ
た
厚
労

省
の
検
討
会
「
医
療
関
係
職
種

の
安
定
的
な
養
成
・
確
保
に
関

す
る
検
討
会
」
で
は
、
医
療
職

の
有
資
格
者
を
対
象
と
し
た
勤

務
環
境
調
査
の
速
報
値
が
公
表

さ
れ
た
。
職
種
継
続
の
た
め
に

は
８
割
弱
が
「
給
与
・
処
遇
の

改
善
」
を
挙
げ
、
資
格
取
得
が

「
処
遇
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
」

と
の
回
答
は
６
割
を
超
え
た
。

委
員
か
ら
は
小
規
模
施
設
も
含

め
た
実
効
性
の
あ
る
支
援
を
求

め
る
声
が
相
次
い
だ
。

　

医
療
機
関
は
大
幅
か
つ
早
急

な
財
政
措
置
を
必
要
と
し
て
い

る
。

※
法
的
整
理
か
つ
負
債
額
１
千

万
円
以
上
の
事
業
者
。

示
し
て
い
る
。
「
あ
く
ま
で
見

立
て
」
と
断
り
つ
つ
も
、
医
療

材
料
は
ナ
フ
サ
を
材
料
と
す
る

も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
「
医
療

の
物
品
は
確
実
に
上
が
っ
て
い

る
」
と
主
張
。
昨
年
末
に
決
め

た
改
定
率
は
、
中
東
情
勢
の
悪

化
を
見
込
ん
で
い
な
い
と
し
た
。

　

実
際
に
医
療
機
関
の
閉
院
は

増
え
て
い
る
。
帝
国
デ
ー
タ
バ

ン
ク
が
公
表
し
た
倒
産
・
休
廃

業
解
散
動
向
に
よ
る
と
、
今
年

１
月
～
９
月
の
歯
科
医
院
の
休

廃
業
・
解
散
・
倒
産
は
計
１
４

３
件
で
、同
期
間
で
過
去
最
多
。

過
去
最
多
だ
っ
た
昨
年
を
大
き

く
上
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て

い
る
と
い
う
。
競
争
激
化
に
よ

る
利
益
の
圧
迫
や
人
件
費
、
歯

東
海
道
（
国
道
１
号
線
）
に
面

し
た
本
陣
跡
を
訪
ね
て
、
そ
の

後
に
Ｊ
Ｒ
踏
切
を
渡
っ
た
山
側

の
大
仙
寺
に
行
っ
た
。

　

こ
の
寺
は
本
陣
を
務
め
た
軽

部
家
の
菩
提
寺
と
成
り
、
保
土

ケ
谷
区
内
で
最
も
古
い
寺
の
一

つ
。
こ
こ
保
土
ケ
谷
の
東
海
道

は
、
箱
根
駅
伝
２
区
の
権
太
坂

に
通
じ
て
い
る
。
当
日
頂
い
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
現

在
の
道
よ
り
広
く
「
富
嶽
三
十

六
景

東
海
道
程
ヶ
谷
」
で
は

松
並
木
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
終
了
後
に
は
、

ガ
イ
ド
の
方
の
お
知
り
合
い
で

あ
る
蕎
麦
屋
で
休
憩
し
た
（
江

戸
時
代
の
旅
人
の
よ
う
に
）。こ

の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
後
で
横
浜
の

協
会
に
行
く
時
に
、
こ
の
保
土

ケ
谷
踏
切
の
カ
ー
ブ
を
電
車
で

通
過
す
る
。
こ
の
場
所
は
何
故

か
、
私
に
は
特
別
な
場
所
と
相

成
っ
た
。
協
会
文
化
部
の
企
画

に
、
会
員
の
先
生
方
は
院
内
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
と
、
ぜ
ひ
ご
参

加
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
文
化
行
事
の
お
知
ら
せ
】

＊
み
ん
な
の
料
理
教
室

１１
月
２８
日
（
土
）
１５
時
～

＊
戸
塚
宿
ハ
イ
キ
ン
グ

１１
月
２９
日（
日
）９
時
１５
分
～

＊
今
号
は
「
文
化
号
」
で
す
。

３
面
と
４
面
に
「
習
い
事
の
思

い
出
」
と
「
お
す
す
め
ツ
ー
リ

ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
」
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ

い
。
以
下
、
濱
名
文
化
部
長
よ

り
昨
年
１０
月
に
開
催
し
た
「
保

土
ケ
谷
宿
ハ
イ
キ
ン
グ
」
に
つ

い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
の
文
化
行
事
に
つ
き

ま
し
て
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
（
関
連
・
２
面
「
主
張
」）。

◇

　

朝
９
時
半
に
、
相
鉄
線
天
王

町
駅
前
公
園
で
の
集
合
か
ら
始

ま
っ
た
。
こ
の
近
く
の
橘た

ち
ば
な樹

神

社
は
、
源
頼
朝
の
天
下
平
定
を

祝
っ
た
神
社
だ
。
京
都
の
八
坂

神
社
に
由
来
す
る
創
建
と
成

る
。
前
半
で
は
、
Ｙ
Ｂ
Ｐ
（
横

浜
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
）
で
ト
イ

レ
休
憩
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
は
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ル
の
先
駆

け
で
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年

頃
に
完
成
と
、
現
在
３６
年
も
経

っ
て
い
た
。
後
半
１１
時
頃
訪
ね

た
Ｊ
Ｒ
保
土
ケ
谷
駅
近
く
に
あ

る
金
沢
横
丁
道
標
で
は
、「
か

な
さ
わ
、か
ま
く
ら
へ
の
道
標
」

と
「
弘
明
寺
道
」
そ
し
て
「
梅

の
名
所
杉
田
へ
の
道
」
等
の
道

標
が
並
ん
で
い
る
。
江
戸
時
代

の
人
々
が
往
来
し
た
こ
と
と
、

梅
の
名
所
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
弘
明
寺
は
、
保
土
ケ
谷
か

ら
井
土
ケ
谷
を
抜
け
て
行
く
。

　

「
経
営
の
安
定
や
現
場
で
働
く
幅
広
い
職
種
の
方
々
の
賃
上
げ
を
確
実
に
進

め
る
こ
と
が
重
要
」

―
。
上
野
厚
労
大
臣
は
１０
月
２１
日
、
今
国
会
初
の
衆

院
厚
労
委
員
会
で
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
分
野
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
た
。

こ
の
間
の
物
価
高
・
人
件
費
上
昇
に
中
東
情
勢
の
悪
化
が
追
い
打
ち
と
な
り
、

医
療
機
関
経
営
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
当
協
会

は
診
療
報
酬
の
期
中
改
定
実
現
を
求
め
て
い
る
。

ワ
イ
ン
利
き
酒
会

保
土
ケ
谷
宿
ハ
イ
キ
ン
グ

己
書
教
室

　このたび、当会がメールマガジンの配信業務に利用している株式会社ラクスライトクラウ

ド提供の外部サービス「ブラストメール（blastmail）」において、第三者による不正アクセス

が発生し、同社サーバー内に保管されていた一部データが外部へ持ち出されたことが判明い

たしました。

　これに伴い、当会が同サービスを利用してメールマガジンをお送りしていた会員の個人情

報（▽会員氏名、▽会員番号、▽会員医療機関名、▽メールアドレス）が、外部へ漏えいし

た可能性があることが確認されました。

　メールマガジンをご利用の会員の先生方には、多大なるご心配とご迷惑をおかけすること

となり、深くお詫び申し上げます。

　漏えいした可能性のあるメールアドレス宛に、当会や関係団体、関係企業、金融機関など

を装った不審なメール（フィッシングメール）が送信される懸念がございますので、ご注意

いただきますようお願い申し上げます。

　10月29日現在、株式会社ラクスライトクラウドによる内部調査は完了し、会員の個人情報

が漏洩したとの連絡は寄せられていません。同社は専門機関による外部調査を実施しています。

　本件に関しまして、公表すべき新たな事実が判明した場合には、当会ホームページ等を通

じて速やかにお知らせいたします。

　

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
の

改
定
率
は
本
体
３
・
０９
％
だ
が
、

こ
れ
は
２６
年
度
に
２
・
４１
％
、

２７
年
度
に
３
・
７７
％
を
行
う
と

い
う
、
二
段
階
の
改
定
と
な
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
「
骨
太
の
方

針
２
０
２
６
」
を
踏
ま
え
、
経

済
・
物
価
の
動
向
が
２６
年
度
診

療
報
酬
改
定
時
の
見
通
し
か
ら

大
き
く
変
動
し
、
医
療
機
関
等

の
経
営
状
況
に
支
障
が
生
じ
た

場
合
、
２７
年
度
の
予
算
編
成
過

程
で
「
診
療
報
酬
上
の
加
減
算

を
含
む
必
要
な
調
整
」
が
行
わ

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
自
民
党
厚

労
部
会
長
に
就
任
し
た
仁
木
博

文
議
員
は
２７
年
度
診
療
報
酬
改

定
の
本
体
改
定
率
３
・
７７
％
に

「
プ
ラ
ス
」
を
求
め
る
姿
勢
を
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保
険
医
協
会
の
文
化
部
活

動
は
、
会
員
の
先
生
方
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
だ
け
で
な
く
、

ス
タ
ッ
フ
及
び
ご
家
族
の
楽

し
み
を
考
え
て
、
い
ろ
い
ろ

な
企
画
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
１
年
で
は
、
１０
月
に
保

土
ケ
谷
宿
ハ
イ
キ
ン
グ
、
１１

月
に
ア
ジ
釣
り
大
会
、
１１
月
・

１２
月
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好

会
、
６
月
・
１２
月
に
み
ん
な

の
料
理
教
室
、
本
年
５
月
に

己
書
教
室
、
写
真
教
室
、
そ

し
て
７
月
に
ワ
イ
ン
利
き
酒

会
を
開
催
し
た
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
は
旧
東
海
道

の
保
土
ケ
谷
宿
を
保
土
ケ
谷

ガ
イ
ド
の
会
の
方
と
と
も
に

約
３
時
間
歩
き
、
町
中
に
残

る
歴
史
の
痕
跡
を
た
ど
っ

た
。
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
所

に
も
名
跡
が
あ
る
な
ど
、
新

た
な
発
見
が
あ
っ
た
。
今
年

は
戸
塚
宿
を
予
定
し
て
い
る
。

　

己
書
教
室
で
は
、
自
分
だ

け
の
書
（
己
書
）
の
基
本
的
な

書
き
方
を
学
び
、
筆
ペ
ン
を

使
っ
て
自
由
に
絵
の
よ
う
な

味
の
あ
る
文
字
を
書
い
た
。

会
員
ら
１６
名
が
参
加
し
た
。

　

以
前
か
ら
開
催
し
て
い
る

写
真
教
室
は
プ
ロ
写
真
家

（
榊
原
氏
）
の
講
評
も
あ
り
、

参
加
さ
れ
た
会
員
に
好
評
で

あ
る
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会
は
練

習
会
や
駅
伝
大
会
（
多
摩
川

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
、
川
崎
国

際
駅
伝
）
に
参
加
し
て
お
り
、

参
加
者
の
親
睦
を
深
め
て
い

る
。
新
た
な
参
加
者
も
募
集

し
て
い
る
。

　

み
ん
な
の
料
理
教
室
を
こ

の
１
年
で
２
回
開
催
し
、
料

理
研
究
家
（
細
見
涼
子
氏
）

を
講
師
に
招
き
、
会
員
ご
夫

婦
を
含
め
１３
名
、
な
ら
び
に

１６
名
の
参
加
が
あ
り
、
イ
タ

リ
ア
の
家
庭
料
理
を
作
り
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

た
。

　

釣
り
大
会
に
は
、
２２
名
が

参
加
。
逗
子
小
坪
漁
港
よ
り

当
日
悪
天
候
の
中
出
航
し
た

が
、
船
長
の
晴
れ
て
く
る
と

の
言
葉
通
り
天
気
は
良
く
な

っ
た
。
目
標
と
し
て
い
た
ア

ジ
で
は
な
く
サ
バ
が
大
量
に

釣
れ
、
参
加
さ
れ
た
会
員
の

初
心
者
、
親
子
連
れ
も
満
足

さ
れ
た
。

　

ワ
イ
ン
利
き
酒
会
は
横
浜

元
町
の
霧
笛
楼
で
行
っ
た
。

参
加
人
数
は
４０
名
で
、
日
本

ワ
イ
ン
ソ
ム
リ
エ
協
会
前
副

会
長
（
現
監
事
）
で
あ
る
横

浜
君
嶋
屋
の
君
嶋
哲
至
氏
が

厳
選
し
た
ワ
イ
ン
８
種
を
料

理
に
合
わ
せ
て
味
わ
っ
た
。

来
年
は
日
本
酒
利
き
酒
会
を

予
定
し
て
い
る
が
、
す
ぐ
に

予
定
人
数
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
早
め
の
お

申
込
み
を
お
す
す
め
し
た
い
。

　

今
後
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に

行
っ
て
い
た
バ
ス
ツ
ア
ー
も

復
活
予
定
で
、
現
在
、
鋭
意

企
画
中
で
あ
る
。
人
気
の
企

画
は
希
望
者
が
多
い
た
め
、

こ
ち
ら
も
早
め
の
お
申
込
み

を
お
願
い
し
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
文
化
部
は
会

員
の
先
生
、
ご
家
族
、
ス
タ

ッ
フ
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
様
々
な
企

画
を
用
意
し
て
い
る
。
こ
ぞ

っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

文
化
部
活
動
の
ご
紹
介

会
員
、
ご
家
族
、
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
ご
参
加
を

厚
生
省
の
内
側
と
海
外
の
現
場
を
見
て
き
た

尾
藤
廣
喜
弁
護
士
に
聞
く

「
窓
口
負
担
ゼ
ロ
」
は

夢
物
語
か

ん
な
で
語
ろ
う
窓
口
負
担
ゼ
ロ

～
い
の
ち
は
平
等
！
誰
も
が
か

か
れ
る
医
療
へ
～
」
。

　

基
調
講
演
を
行
う
の
は
、
元

厚
生
省
職
員
で
弁
護
士
の
尾
藤

廣
喜
氏
。
厚
生
省
保
険
局
企
画

課
で
医
療
保
険
制
度
の
議
論
に

携
わ
り
、
そ
の
後
約
５０
年
に
わ

た
っ
て
、
弁
護
士
と
し
て
生
活

保
護
や
社
会
保
障
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
イ
ベ
ン
ト
を

前
に
、
「
そ
も
そ
も
窓
口
負
担

と
は
何
な
の
か
」
を
聞
い
た
。

◇

【
編
集
部
】
今
回
の
テ
ー
マ
は
、

ず
ば
り
「
窓
口
負
担
ゼ
ロ
」
と

い
う
大
胆
な
テ
ー
マ
で
す
。

【
尾
藤
弁
護
士
（
以
下
、尾
藤
）】

　

ま
ず
、
「
医
療
保
険
と
は
何

の
た
め
の
制
度
な
の
か
」
を
考

　
医
療
費
の
窓
口
負
担
解
消
を

目
指
す
「
ゼ
ロ
の
会
」
は
１１
月

２３
日
（
月
・
祝
）
に
神
奈
川
を

は
じ
め
千
葉
、
大
阪
医
科
・
歯

科
、兵
庫
各
協
会
と
の
合
同
で
、

恒
例
の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

（
左
図
）
を
開
催
す
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
直
前
に
控
え
、

基
調
講
演
の
演
者
・
尾び

と

う藤
廣ひ

ろ

き喜

弁
護
士
と
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談

が
実
現
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
テ
ー
マ
は
、
「
み

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
本

で
は
戦
後
、
社
会
保
障
制
度
を

つ
く
る
際
、
公
費
を
中
心
と
す

る
仕
組
み
で
は
な
く
、
社
会
保

険
を
中
心
に
す
る
道
を
選
び
ま

し
た
。

　

た
だ
、
保
険
制
度
を
選
ん
だ

か
ら
患
者
負
担
が
あ
っ
て
当

然
、
給
付
が
低
く
て
も
よ
い
、

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
必
要
な
医
療
を
ど

う
保
障
す
る
の
か
。
健
康
権
や

生
存
権
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
立

ち
返
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

【
編
集
部
】
先
生
は
厚
生
省
で
、

医
療
保
険
制
度
そ
の
も
の
を
議

論
す
る
側
に
い
た
わ
け
で
す
ね
。

【
尾
藤
】
保
険
局
企
画
課
で
、

当
時
「
医
療
保
険
制
度
の
抜
本

改
正
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
議
論

に
関
わ
り
ま
し
た
。
社
会
保
険

審
議
会
の
事
務
局
で
資
料
を
作

る
仕
事
な
ど
も
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
隣
の
課
の
課
長
だ
っ
た

の
が
、
後
に
「
医
療
費
亡
国
論
」

で
知
ら
れ
る
吉
村
仁
さ
ん
で

す
。
私
の
よ
う
な
入
っ
た
ば
か

り
の
職
員
に
も
よ
く
話
し
か
け

る
人
で
し
た
。
医
療
費
が
増
え

続
け
れ
ば
国
が
大
変
な
こ
と
に

な
る
、
と
い
う
問
題
意
識
を
非

常
に
強
く
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
考
え
方
が
、
そ
の
後
の
日

本
の
医
療
政
策
に
ど
ん
な
影
響

を
与
え
た
の
か
。
今
の
患
者
負

担
を
め
ぐ
る
議
論
を
考
え
る
上

で
も
、
振
り
返
る
意
味
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
編
集
部
】
最
近
の
高
額
療
養

費
の
負
担
増
や
、
一
部
の
薬
を

保
険
か
ら
外
す
議
論
は
ど
う
見

て
い
ま
す
か
。

【
尾
藤
】
私
は
、
日
本
の
国
民

皆
保
険
は
世
界
に
誇
れ
る
制
度

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
的
保

険
に
頼
ら
な
く
て
も
、
社
会
保

険
で
必
要
な
医
療
を
保
障
す
る

こ
と
が
、
そ
の
強
み
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
薬
を
保
険
か
ら

外
し
た
り
、
高
額
療
養
費
の
自

己
負
担
を
高
め
た
り
す
れ
ば
、

そ
の
原
理
原
則
が
少
し
ず
つ
崩

れ
て
い
く
。
個
別
の
負
担
額
だ

け
で
な
く
、
「
日
本
の
医
療
を

ど
こ
へ
向
か
わ
せ
る
の
か
」
と

い
う
大
き
な
問
題
と
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
負
担
増

の
是
非
だ
け
を
切
り
取
っ
て
考

え
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
編
集
部
】
い
ま
も
「
患
者
負

担
を
増
や
せ
ば
受
診
が
減
り
、

医
療
費
を
抑
え
ら
れ
る
」
と
い

う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

【
尾
藤
】
し
か
し
、
窓
口
負
担

を
増
や
し
て
受
診
機
会
を
減
ら

せ
ば
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け

る
の
は
、
所
得
の
少
な
い
人
や
、

医
療
を
必
要
と
す
る
機
会
の
多

い
人
で
す
。
そ
れ
で
国
民
全
体

の
健
康
が
良
く
な
る
の
か
、
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
強
烈
に
感
じ
た

の
が
、
日
弁
連
の
調
査
で
訪
れ

た
イ
タ
リ
ア
で
し
た
。

【
編
集
部
】
財
政
難
の
中
で
も
、

窓
口
負
担
の
な
い
医
療
を
続
け

て
い
た
国
で
す
ね
。

【
尾
藤
】
そ
う
で
す
。
当
時
の

イ
タ
リ
ア
は
財
政
赤
字
が
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
な
ぜ
医
療
を
無
償
に

し
て
い
る
の
か
。そ
の
考
え
方
、

哲
学
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
訪

問
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
会
っ
た
行
政
の
責
任

者
が
、
非
常
に
印
象
的
な
人
で

し
た
。
も
と
も
と
医
師
で
、
患

者
を
診
て
き
た
経
験
を
持
つ
方

で
す
。「
患
者
負
担
を
増
や
せ

ば
医
療
費
を
減
ら
せ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
日
本
で
も
よ

く
聞
く
疑
問
を
私
も
ぶ
つ
け
ま

し
た
。

　

返
っ
て
き
た
答
え
は
、
私
に

と
っ
て
非
常
に
示
唆
的
で
し
た
。

【
編
集
部
】
ど
ん
な
答
え
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

【
尾
藤
】
そ
こ
は
ぜ
ひ
当
日
、

お
話
し
し
た
い
で
す
ね
（
笑
）
。

た
だ
一
つ
言
え
ば
、
「
誰
が
医

療
か
ら
遠
ざ
か
る
の
か
」
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
単
に
医
療
費
の

数
字
を
減
ら
せ
ば
よ
い
の
か
。

そ
れ
と
も
、
必
要
な
人
が
必
要

な
と
き
に
受
診
で
き
る
こ
と
を

出
発
点
に
制
度
を
考
え
る
の

か
。大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

【
編
集
部
】
で
は
、
日
本
で
本

当
に
窓
口
負
担
ゼ
ロ
を
目
指
す

こ
と
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
尾
藤
】
最
初
か
ら
「
で
き
な

い
」
と
決
め
る
必
要
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
を
見
て
く
だ
さ
い
。
い

ま
で
は
、
無
料
化
を
掲
げ
な
け

れ
ば
政
治
家
も
票
が
入
ら
な

い
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
て

い
ま
す
。
か
つ
て
は
老
人
医
療

無
料
化
が
政
治
を
動
か
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
事
な
の
は
、「
ゼ
ロ
に
す
る

と
社
会
に
ど
ん
な
い
い
こ
と
が

起
き
る
の
か
」
を
も
っ
と
示
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
誰
も
が
早

く
受
診
で
き
る
こ
と
が
国
民
の

健
康
を
守
り
、
社
会
そ
の
も
の

を
強
く
す
る
。
そ
の
価
値
を
も

っ
と
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
編
集
部
】
負
担
増
へ
の
反
対

だ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

【
尾
藤
】
そ
う
で
す
。
負
担
が

増
え
て
い
る
、
大
変
だ
、
と
い

う
悲
観
的
な
話
だ
け
で
終
わ
り

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
こ
う
い

う
展
望
を
持
っ
て
取
り
組
め
る

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
話
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

日
本
に
は
国
民
皆
保
険
と
い

う
大
切
な
財
産
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
こ
れ
か
ら
ど
う
育
て
る

の
か
。
窓
口
負
担
ゼ
ロ
と
い
う

問
題
を
入
り
口
に
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
た
い
で
す
ね
。

【
編
集
部
】
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

尾藤弁護士

「歯科点数・解説動画」を
公開しました！

書籍「歯科保険診療の研究 2026年6月版」

正誤表のご案内

　歯科保険診療対策部は、診療報酬について質問が多い項目（歯科

点数）等について点数ごとに解説動画を作成し、協会ホームページ

の「会員ページ」に公開いたしました。現在、「新製有床義歯管理料」、

「画像診断」、「口腔機能実地指導料」、「歯科技工所ベースアップ支援

料」に関する計4本の動画が視聴可能です。本動画はオンデマンド配

信ですので、視聴したい時に何度も繰り返し視聴して

いただけます。今後も解説動画を随時アップしていく

予定です。内容等についてご不明な点がございました

ら、歯科保険診療対策部（ ℡ 045-313-2111）までお気

軽にお問合せください。

　歯科会員に1冊無料で送付しております書籍「歯科保険診療の研究

2026年6月版」の正誤表（10月16日版）をご案内します。左下二次

元コードよりご確認ください。また、協会で取り扱っております書

籍につきましては、協会ホームページ内「発行物のご案内」のペー

ジ（右下二次元コード）をご覧いただけま

すと幸いです。歯科・保険診療に関する書

籍についてのお問合せは、歯科保険診療対

策部（ ℡ 045-313-2111）までお願いします。

解説動画は
こちら

正誤表 発行物(書籍)
のご案内

「ゼロの会」オンラインイベント直前

スペシャル対談11月23日（月・祝）
オンラインイベント開催！！
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し
の
笛

「
習
い
事
の
思
い
出
」

「
習
い
事
の
思
い
出
」

カ
メ
ラ

カ
メ
ラ

イ
タ
リ
ア
語

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の

思
い
出

前
畑
秀
子
ス
イ
ミ
ン
グ

前
畑
秀
子
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル

ス
ク
ー
ル

藤
沢
市

北
村　

隆
行

川
崎
市
麻
生
区

川
崎
市
麻
生
区　

小
関　

新

小
関　

新

座
間
市

鴇
田　

尚
樹

横
須
賀
市

奥
井　

伸
雄

会
員
の
先
生
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
思
い
出
話
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

藤
沢
市
に
歯
科
診
療
所
を
開
院
し
て

４０
年
ほ
ど
に
な
る
。
自
宅
は
鎌
倉
市
で

あ
る
。
学
生
時
代
に
平
家
物
語
に
親
し

ん
だ
為
か
京
都
へ
の
関
心
が
強
く
な
り

い
ず
れ
京
都
に
住
も
う
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
が
果
た
せ
な
い
ま
ま
で
あ
っ

た
。
８
年
ほ
ど
前
に
機
会
を
得
て
僅
か

４
ヶ
月
で
は
あ
る
が
京
都
住
ま
い
し

た
。

　

そ
の
間
観
光
や
学
会
で
は
で
き
に
く

い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
充
実
し
た

日
々
で
あ
っ
た
。
診
療
所
は
勤
務
医
の

先
生
に
お
願
い
し
私
は
週
に
１
日
だ
け

新
幹
線
で
藤
沢
へ
通
い
日
帰
り
の
診
療

を
行
っ
た
。
せ
っ
か
く
の
機
会
で
あ
る

の
で
京
都
で
習
い
事
を
し
よ
う
と
思
い

　

私
は
幼
少
時
全
く
屋
外
で
遊
ば
な
い

子
供
で
あ
っ
た
。
小
学
校
四
年
頃
両
親

か
ら
私
の
意
志
と
無
関
係
に
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
に
入
れ
ら
れ
た
。

　

小
学
校
三
年
か
ら
五
年
ま
で
を
カ
ブ

ス
カ
ウ
ト
と
い
う
。
こ
れ
は
楽
だ
っ
た
。

週
一
回
公
民
館
に
集
ま
り
、遊
ん
だ
り
、

募
金
を
し
た
り
、
河
原
で
ゴ
ミ
拾
い
を

し
た
り
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
多
く
の

同
期
生
が
い
た
と
思
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
小
学
校
六
年
か
ら
中
学

生
の
間
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
言
い
、

桁
違
い
に
厳
し
く
な
る
の
だ
。
同
期
生

は
バ
タ
バ
タ
と
辞
め
て
い
っ
た
。
毎
月

一
度
は
公
園
や
河
原
で
キ
ャ
ン
プ
を
し

て
い
た
。
真
冬
で
も
、
真
夏
で
も
同
様

で
あ
る
。
当
時
テ
ン
ト
は
重
い
幌
で
あ

る
し
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
は
一
切
用

い
ず
、
竈
を
掘
っ
て
薪
を
拾
い
集
め
、

自
炊
し
て
い
た
。水
の
確
保
が
重
要
で
、

　

「
前
畑
が
ん
ば
れ
」
の
実
況
で
知
ら

れ
、
昭
和
十
一
年
の
ベ
ル
リ
ン
五
輪
で

日
本
人
女
性
初
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な

っ
た
前
畑
秀
子
先
生
。
私
は
三
歳
か
ら

十
二
歳
ま
で
、
先
生
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
に
通
い
ま
し
た
。

　

練
習
が
厳
し
く
て
も
、
水
泳
を
嫌
い

に
な
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ

ん
。
余
分
な
力
を
使
わ
ず
、
正
し
い
フ

ォ
ー
ム
で
泳
ぐ
こ
と
を
幼
い
頃
に
身
に

つ
け
た
た
め
、
大
人
に
な
っ
て
も
水
に

入
れ
ば
自
然
に
身
体
が
動
き
ま
し
た
。

同
じ
チ
ー
ム
の
仲
間
か
ら
は
、
後
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
や
プ
ロ
野
球
の
エ
ー

　

私
が
習
い
事
と
し
て
選
ん
だ
の
は

「
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
る
こ
と
」で
し
た
。

　

高
齢
に
な
っ
て
も
続
け
ら
れ
そ
う

で
、
す
ぐ
上
達
す
る
だ
ろ
う
と
考
え
た

か
ら
で
す
。
思
い
切
っ
て
高
価
な
カ
メ

ラ
を
購
入
し
、
逆
光
を
美
し
く
撮
り
た

く
て
先
生
に
教
え
を
請
い
、
本
も
買
い

込
み
、
ス
ピ
ー
ド
・
絞
り
・
感
度
・
Ｉ

Ｓ
Ｏ
・
露
出
な
ど
を
熱
心
に
学
び
ま
し

た
。
個
人
教
授
に
も
通
い
、
批
評
会
に

も
参
加
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
続
け
る
う
ち
に
い
く
つ
か

の
現
実
的
な
壁
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
１
０
０
万
円
を
超
え
る
カ
メ

ラ
が
当
た
り
前
の
世
界
で
あ
る
こ
と
。

　

さ
ら
に
、
写
真
を
撮
る
姿
勢
は
、
し

ゃ
が
む
・
立
つ
・
よ
じ
登
る
・
腹
ば
い

に
な
る
な
ど
、
高
齢
者
に
は
負
担
が
大

２４
年
前
、
都
内
勤
務
医
で
ロ
ー
ラ
ン

ド
外
国
語
会
話
ス
ク
ー
ル
（
現
在
は
ラ

ン
グ
ラ
ン
ド
）
新
宿
校
（
今
は
渋
谷
校

し
か
あ
り
ま
せ
ん
）
に
て
伊
語
の
グ
ル

ー
プ
レ
ッ
ス
ン
に
１
年
半
通
っ
て
い
ま

し
た
。
当
時
、
ピ
ザ
や
パ
ス
タ
や
テ
ィ

ラ
ミ
ス
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
等
の
イ
タ
リ
ア

料
理
が
流
行
っ
て
い
た
り
、
三
浦
知
良

選
手
や
中
田
英
寿
選
手
が
セ
リ
エ
Ａ
で

活
躍
し
て
い
た
事
や
映
画
「
冷
静
と
情

熱
の
あ
い
だ
」
を
観
た
の
を
き
っ
か
け

に
伊
語
を
習
い
ま
し
た
。

い
く
つ
か
考
え
て
み
た
が
本
格
的
に
入

門
し
て
も
期
間
に
限
り
が
あ
る
た
め
文

化
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
さ
が
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
し
の
笛
教
室

を
見
つ
け
た
。
さ
っ
そ
く
見
学
し
た
と

こ
ろ
良
さ
そ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
参
加

し
た
。
私
は
邦
楽
は
好
き
と
は
い
っ
て

も
稽
古
は
長
唄
の
稽
古
で
初
め
て
の
経

験
で
あ
っ
た
。
講
師
は
私
よ
り
十
歳
ほ

ど
若
い
女
性
の
方
で
あ
っ
た
が
予
想
に

反
し
て
言
葉
遣
い
等
か
ら
関
西
の
方
で

は
な
く
東
京
近
辺
の
出
身
の
方
と
思
わ

れ
た
。
数
回
参
加
す
る
う
ち
に
神
奈
川

へ
戻
る
時
が
来
た
。
週
に
１
回
神
奈
川

ま
で
診
療
に
通
え
る
の
で
あ
る
か
ら
逆

に
京
都
へ
稽
古
に
通
う
こ
と
は
で
き
る

と
考
え
て
い
た
が
多
忙
な
診
療
の
日
々

に
戻
っ
て
み
る
と
そ
れ
は
難
し
か
っ

た
。
止
む
を
得
ず
教
室
宛
に
手
紙
で
そ

の
旨
を
伝
え
る
と
す
ぐ
に
先
生
か
ら
の

返
信
を
い
た
だ
い
た
。
す
る
と
な
ん
と

先
生
の
お
住
ま
い
は
私
と
同
じ
鎌
倉
で

あ
り
京
都
ま
で
稽
古
を
つ
け
に
通
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
な
ん
と
い
う
偶

然
か
と
思
い
鎌
倉
で
稽
古
を
続
け
る
こ

と
に
心
を
決
め
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

不
思
議
な
縁
に
よ
っ
て
良
き
師
に
指
導

を
う
け
る
こ
と
と
な
っ
て
８
年
、
音
感

が
悪
く
リ
ズ
ム
感
も
な
い
私
も
少
し
は

し
の
笛
が
上
達
し
長
唄
の
世
界
を
楽
し

め
る
よ
う
に
な
っ
た
（
と
自
分
で
勝
手

に
思
っ
て
い
る
）
。

ポ
リ
タ
ン
ク
で
遠
く
か
ら
汲
ん
で
来
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
小
学
生
の
私
は
泣

き
な
が
ら
引
き
ず
っ
て
運
ん
だ
。
そ
れ

が
成
長
に
連
れ
て
楽
に
持
ち
運
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
上
級
者
か

ら
、
普
段
の
移
動
は
全
て
走
れ
と
言
わ

れ
る
。
自
由
時
間
は
一
切
な
く
、
夕
方

に
な
る
と
自
宅
が
恋
し
か
っ
た
。
真
冬

に
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ト
の
上
に
寝
袋
だ
け

で
寝
て
い
る
と
、
地
面
の
硬
さ
、
冷
た

さ
が
身
に
堪
え
る
。
朝
に
な
る
と
地
面

に
接
す
る
体
の
部
分
が
し
び
れ
て
い

た
。

　

突
然
夜
中
に
非
常
呼
集
が
か
け
ら

れ
、
屋
外
に
出
た
。
月
が
出
て
い
る
時

は
懐
中
電
灯
が
要
ら
な
い
位
明
る
い
と

い
う
こ
と
も
知
っ
た
。

　

天
気
が
良
け
れ
ば
ま
だ
よ
い
が
、
み

じ
め
な
の
は
雨
降
り
の
寒
い
日
で
あ

る
。
薪
に
火
が
つ
か
な
い
。
食
事
が
で

き
な
い
。
寒
い
中
空
腹
で
、
泥
だ
ら
け

に
な
っ
て
帰
宅
す
る
と
き
、
普
段
の
生

活
が
ど
れ
ほ
ど
恵
ま
れ
て
い
る
か
、
理

屈
で
は
な
く
認
識
し
た
。

　

屋
外
で
遊
ば
な
か
っ
た
私
は
、
こ
の

経
験
に
よ
り
、
体
を
動
か
す
と
空
腹
に

な
る
、
空
腹
に
な
る
と
食
事
は
な
ん
で

も
う
ま
い
、
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
体

験
し
た
。
以
来
、
家
庭
で
も
偏
食
が
一

切
な
く
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
雨
露
が

凌
げ
る
家
屋
や
、
ゆ
っ
く
り
眠
れ
る
大

切
さ
を
深
く
知
っ
た
の
で
あ
る
。

ス
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
水
泳
に
限
ら
ず
、

一
人
ひ
と
り
の
異
な
る
才
能
を
見
つ

け
、
伸
ば
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
前
畑

先
生
で
し
た
。
私
が
先
生
か
ら
授
か
っ

た
も
の
は
、
ゴ
ー
ル
ま
で
挫
け
な
い
精

神
で
す
。

　

二
十
歳
の
と
き
、
私
は
右
脚
に
大
け

が
を
負
い
、
日
常
生
活
で
も
装
具
を
手

放
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
水

泳
と
い
う
土
台
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、

四
十
歳
か
ら
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
取
り

組
み
、
六
十
歳
で
引
退
す
る
ま
で
に
、

ア
イ
ア
ン
マ
ン
を
十
二
回
完
走
で
き
ま

し
た
。

　

レ
ー
ス
で
は
、
最
初
の
ス
イ
ム
で
焦

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
力
を
抜
き
、

正
し
い
フ
ォ
ー
ム
で
、
長
い
一
日
の
ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
す
る
よ
う
に
泳

ぎ
ま
す
。
そ
れ
で
も
上
位
で
ス
イ
ム
を

終
え
ら
れ
た
た
め
、
続
く
バ
イ
ク
と
ラ

ン
に
は
余
裕
を
持
っ
て
臨
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
そ
の
教
え
は
論
文
研
究
に
生

き
て
い
ま
す
。
投
稿
し
た
論
文
が
何
度

不
採
択
に
な
っ
て
も
、
そ
こ
で
挫
け
る

こ
と
な
く
、
修
正
し
て
次
へ
進
む
。
前

畑
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
「
ゴ
ー
ル
ま
で

諦
め
な
い
心
」
は
、
今
も
研
究
者
と
し

て
の
私
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

き
い
こ
と
。
転
倒
の
危
険
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
一
番
は
、
肖
像
権
の
壁
で

す
。

　

さ
ら
に
、
高
性
能
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
出
現
が
写
真
の
世
界
を
変
え
ま
し

た
。

　

写
真
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
っ

て
、撮
っ
て
は
消
え
て
い
く
「
消
耗
品
」

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ら
、
気
軽
に
高
画
質
の
写
真
を

撮
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、
す
ぐ
に
撮
影
で

き
る
の
も
大
き
な
利
点
で
す
。

　

一
方
、
本
格
的
な
カ
メ
ラ
で
は
、
ま

ず
取
り
出
し
、構
え
、焦
点
を
合
わ
せ
、

露
出
を
考
え
る
な
ど
、
い
く
つ
も
の
工

程
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
私
に
は
、
普
通
の
写
真
と
芸

術
写
真
の
区
別
も
よ
く
分
か
り
ま
せ

ん
。
何
が
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
、
何
が
芸

術
写
真
な
の
か
。
写
真
を
習
っ
て
み
て

も
、
そ
の
違
い
は
最
後
ま
で
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
写
真
の
芸
術
性
と

は
何
な
の
か
。
そ
れ
は
最
後
ま
で
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

写
真
は
老
人
に
向
く
趣
味
な
の
か
と

聞
か
れ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
私
に
と
っ

て
は
、
本
格
的
な
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
歩

き
回
る
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
十

分
で
し
た
。

　

異
業
種
の
方
と
色
々
話
し
た
り
、
講

師
が
私
と
同
じ
地
区
に
住
ん
で
い
た
こ

と
も
あ
り
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

レ
ッ
ス
ン
終
了
後
に
高
島
屋
新
宿
店
の

ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
（
今
は
な
い
）
で
色
々

な
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
食
べ
た
り
、
講
師
お

す
す
め
の
ピ
ザ
屋
に
行
っ
た
の
も
懐
か

し
い
思
い
出
で
す
。
勤
務
医
を
退
職
し

て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
パ
リ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、

ベ
ネ
チ
ア
、
ロ
ー
マ
の
ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
の
で
す
が
、
何
と
添
乗
員
さ
ん
も

私
の
通
っ
て
い
た
同
ス
ク
ー
ル
新
宿
校

出
身
で
、
担
当
講
師
も
私
と
同
じ
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
、
人
生
初
の
海
外
旅

行
は
色
々
と
楽
し
め
ま
し
た
。

　

ロ
ー
マ
か
ら
帰
国
し
て
半
年
ま
た
は

１
年
後
位
に
私
の
同
期
と
会
っ
て
同
ス

ク
ー
ル
新
宿
校
に
通
っ
て
い
た
と
話
し

た
と
こ
ろ
、
彼
は
同
ス
ク
ー
ル
渋
谷
校

で
広
東
語
を
習
っ
て
い
ま
し
た
。

　

世
の
中
っ
て
狭
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。

（
匿
名
希
望
）

　小学校のとき習字とそ

ろばん塾に通い、家業を継

ぐことを期待されました。

　中学生のときトランペ

ットに憧れ、高校時代ビ

ートルズを聴き、ジャズ

喫茶通い。

　50代からヴォーカルを、

次いでチェンバロを習い、

70代になりオーボエを始めました。

　リードや楽器の手入れに手間取りますが、

人の声に近い音色が魅力です。 （匿名希望）

習字、そろばん、

オーボエ…

　私は大学時代から社

交ダンスを習いはじめ、

競技会等に出場し全日

本でもアマチュアでは

ベスト10にも入るよう

になりました。ダンス

のパートナーと結婚し順風なようでしたが、

ダンスには喧嘩がつきもので、一度大喧嘩

して日本武道館で全日本大会があった時に

私は観覧席から見学していたのですが、10

年後に他人より奥さん一人で控え室でドレ

スに着がえて私を待っていたことがわかり、

それから私は懺悔の毎日を過ごしています。

社交ダンス
横須賀市 中島　茂

北
村　

隆
行
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通
勤
路
の
「
鏡
」

横
浜
市
港
北
区

東　

浩
介

大野山山頂
厚木市 德武　巌

藤沢市 青木　香菜

奥多摩周遊道路
川崎市中原区 濱　夏樹

①大野山山頂

　神奈川県足柄上郡山北町皆瀬川258。上写真は山頂駐車場から相模湾方面を撮りまし

た。天気が良ければ、山頂から富士山もきれいに見えるようですが、その日はあいに

く見えず。しょぼい写真で申し訳ありません。R246山北町安戸交差点から北上します。

道は狭くコーナーもタイトなところが多いです。ビッグバイクでは走りにくいかも。

②神奈川県 県道731 はこね金太郎ライン

　南足柄と箱根を結ぶ峠越えのルート。きれいに舗装されて快適です（2年前）。自転

車で走る方も多いです。峠付近に金時見晴パーキングがあり、休憩できます（トイレ

無し）。箱根仙石原から南足柄への抜け道としても使えそうです。ごめんなさい、写真

はありません。

緑が輝いて奥多摩湖も美しいです。

　

自
宅
の
あ
る
田
奈
・
長
津
田
・
恩
田
か
ら
、
新
吉
田
の
医
院
ま
で
片
道
１５
㎞
。
恩
田
川
、
鶴
見
川
沿
い

を
自
転
車
で
走
り
ま
す
。

　

水
田
は
、
空
を
写
し
ま
す
。
雲
も
光
も
、
も
う
一
つ
の
空
と
な
っ
て
足
元
に
広
が
る
。
そ
ん
な
と
き
、

４０
分
の
通
勤
が
少
し
だ
け
旅
に
な
り
ま
す
。

（
恩
田
川
～
鶴
見
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
）

お
す
す
め
ツ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト

お
す
す
め
ツ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト

＊
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

写
真
を
カ
ラ
ー
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①Hawaii

②神奈川県 横須賀市

③福島県 猪苗代湖

④愛媛県 佐多岬

⑤兵庫県 姫路城

⑥福井県 福井駅

①
②

③

④ ⑤ ⑥



昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可 神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行）（ ） 2026 年 11 月 5 日5 第 2335 号

　

医
療
は
対
面
で
行
う
の
が
本

筋
で
、
そ
れ
が
で
き
な
い
医
療

過
疎
地
域
で
通
院
困
難
の
場

合
、
補
助
に
オ
ン
診
が
あ
り
そ

れ
が
本
来
の
姿
で
医
療
格
差
の

是
正
に
役
立
つ
と
考
え
ま
す
。　

交
通
の
便
が
良
い
都
内
の
駅
ナ

カ
に
オ
ン
診
を
組
む
こ
と
は
、

首
都
圏
の
利
便
性
の
追
及
で

す
。
東
京
保
険
医
協
会
の
月
刊

誌
『
診
療
研
究
２
０
２
６
年
８

月
号
』
に
オ
ン
診
受
診
施
設
の

問
題
点
と
医
療
機
関
に
与
え
る

影
響
（
高
橋
太
氏
著
）
の
論
文

を
読
み
考
え
て
み
ま
し
た
。　

駅
ナ
カ
オ
ン
診
は
、
設
置
の
届

出
で
あ
り
開
設
の
「
許
可
」
で

な
い
。
医
師
の
指
示
の
も
と
ナ

ー
ス
の
手
で
い
わ
ゆ
る
「D

 to 

P w
ith N

（
医
師
―
患
者
・
看

護
師
等
）
」
に
よ
り
注
射
や
検

査
処
置
を
可
能
と
な
る
事
が
論

文
か
ら
わ
か
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

よ
る
と
「
医
療
格
差
の
解
消
の

た
め
に
オ
ン
診
を
も
っ
と
活
用

に
つ
い
て
、
内
閣
府
等
が
規
制

改
革
推
進
会
議
で
扱
っ
て
く
だ

さ
っ
た
」
と
医
師
向
け
情
報
サ

イ
ト
ｍ
３
・
ｃ
ｏ
ｍ
に
あ
り
ま

し
た
。
論
文
よ
り
６
月
２９
日
に

規
制
改
革
推
進
会
議
（
議
長

：

Ｊ
Ｒ
東
日
本
相
談
役
）
は
規
制

改
革
推
進
に
関
す
る
答
申
を
ま

と
め
、
オ
ン
診
施
設
「D

 to P 

w
ith N

」
の
形
で
一
定
の
診
療

補
助
行
為
が
実
施
可
能
で
あ
る

こ
と
を
明
確
化
す
る
よ
う
に
求

め
た
と
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。

法
制
化
の
過
程
で
医
師
会
を
含

め
医
療
従
事
者
と
議
論
す
る
場

が
存
在
し
た
か
疑
問
が
残
り
ま

す
。

　

場
所
を
医
療
従
事
者
で
な
く

誰
で
も
設
置
が
可
能
で
不
適
切

な
医
業
が
発
生
し
て
も
、
責
任

は
提
携
医
療
機
関
と
判
明
。
注

射
や
採
血
尿
検
査
、
心
電
図
な

ど
が
ナ
ー
ス
に
よ
り
行
わ
れ
保

険
点
数
ま
で
あ
る
。
処
方
箋
も

発
行
さ
れ
、
結
果
現
実
に
一
つ

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
す
。

　

医
療
の
非
営
利
性
の
点
か
ら

株
式
会
社
は
医
療
に
参
入
で
き

な
い
は
ず
が
、
矛
盾
で
す
。
厚

労
省
な
ら
び
に
政
府
に
は
医
療

機
関
で
な
い
場
所
の
み
を
提
供

す
る
オ
ン
診
施
設
に
つ
き
安
全

性
と
非
営
利
性
と
問
題
が
起
き

た
時
の
責
任
を
担
保
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

＊
原
稿
内
で
触
れ
ら
れ
た
論
文

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施

設
の
問
題
点
と
医
療
機
関
に

与
え

る
影
響
」
は
協

会

Ｈ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｐ
か
ら
お
読
み
い
た
だ
け

ま
す（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
。

大
和
市

小
柳　

光
仁

Ｊ
Ｒ
東
日
本

Ｊ
Ｒ
東
日
本 

駅
ナ
カ

駅
ナ
カ

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て

　
今
春
に
法
制
化
さ
れ
、
社
会

に
登
場
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
受
診
施
設
」。
５
月
に
は
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
首
都
圏
等
の
一
部

の
駅
で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診

施
設
を
用
い
た
サ
ー
ビ
ス
「LX  

Doctor

」
を
始
め
た
。「LX  

Doctor

」
は
生
活
動
線
上
に

あ
る
エ
キ
ナ
カ（
駅
ナ
カ
）の
個

室
ブ
ー
ス
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
を
受
診
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設

は
「
ハ
コ
も
の
サ
ー
ビ
ス
」
で

あ
り
、
医
療
機
関
で
は
な
い
も

の
の
、
医
師
が
不
在
な
だ
け
で

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
画
面
で
医

師
と
患
者
を
つ
な
ぎ
、「D to 

P w
ith N

（
医
師
‐
患
者
・

看
護
師
等
）」
の
形
で
、
特
定

多
数
の
人
へ
医
療
を
行
え
る

「
医
療
提
供
施
設
」。
看
護
師
が

医
師
の
指
示
で
注
射
、
検
査
、

処
置
が
で
き
、
超
音
波
な
ど
の

医
療
機
器
も
設
置
が
可
能
。
し

か
も
、
こ
の
受
診
施
設
は
営
利

企
業
が
届
出
で
設
置
で
き
、
ハ

ー
ド
ル
が
と
て
も
低
い
。
患
者

に
と
っ
て
み
れ
ば
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ク

リ
ニ
ッ
ク
」、「
準
医
療
機
関
」

と
見
え
る
。

　
こ
の
た
び
、
駅
ナ
カ
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
受
診
施
設
の
問
題
性

に
つ
い
て
、
小
柳
理
事
か
ら
投

稿
い
た
だ
い
た
の
で
掲
載
す
る
。

◇

　

東
京
都
内
１４
駅
で
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
（
以
下
オ
ン
診
）
ブ
ー

ス
が
設
置
さ
れ
５
月
２０
日
か
ら

利
用
開
始
と
い
う
話
題
性
の
あ

る
記
事
を
み
て
考
え
ま
し
た
。

す
。
金
沢
区
医
師
会
会
長
、
金

沢
区
三
師
会
会
長
、
横
浜
市
医

師
会
副
会
長
と
着
任
し
た
時
は

そ
の
責
務
の
重
さ
に
負
け
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
多

く
の
先
生
と
出
会
い
、
助
け
て

い
た
だ
き
成
長
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
方
々
に
対
し

て
の
恩
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
ま
た
私
自
身
が
助
け
に

な
れ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
切

磋
琢
磨
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
今
は
医
師
会
の
主
と
な
る

役
職
か
ら
は
離
れ
、
子
供
た
ち

も
親
離
れ
し
た
の
で
自
分
の
時

間
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
健
康
維
持
の
た
め
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
は
じ
め
、
ま
た
学
生

時
代
に
始
め
た
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

イ
ビ
ン
グ
を
再
開
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
町
内
会
長
に
着

任
し
医
師
と
し
て
だ
け
で
な
く

金
沢
区
住
民
と
し
て
も
災
害
等

行
政
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

１２
月
に
つ
い
に
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
な
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

元
気
に
頑
張
っ
て
い
る
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
背
中
を
私
が
母
を
見

て
き
た
よ
う
に
、
子
供
た
ち
孫

に
見
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

１
９
６
４
年
１
月
２９
日
横
浜

市
金
沢
区
か
ら
私
の
人
生
が
始

ま
り
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
や
東
海
道
新
幹
線

の
開
業
な
ど
高
度
経
済
成
長
期

を
象
徴
す
る
出
来
事
が
あ
っ
た

年
で
し
た
。
両
親
は
歯
科
を
開

業
し
て
お
り
２
歳
離
れ
た
弟
が

現
在
歯
科
を
引
き
継
い
で
い
ま

す
。
小
学
校
低
学
年
ま
で
は
お

と
な
し
い
子
で
し
た
が
、
小
学

４
年
く
ら
い
か
ら
自
分
の
意
見

を
持
て
る
よ
う
に
な
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
と
目
覚
め
、
徐
々

に
活
発
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ス
キ
ー
・
水
泳
・
ボ
ー
ル
競
技

が
大
好
き
で
一
年
中
日
に
焼
け

て
お
り
、
黒
豚
と
あ
だ
名
が
つ

く
く
ら
い
で
し
た
。
幼
稚
園
か

ら
高
校
ま
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教

育
を
受
け
、
信
者
に
は
な
ら
ず

と
も
そ
の
教
え
が
物
事
を
考
え

る
上
で
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
両
親
の
反

対
を
押
し
切
り
、
医
師
の
仕
事

へ
の
道
を
選
択
。
苦
手
な
数
学

Ⅲ
が
受
験
科
目
に
な
い
帝
京
大

学
を
見
つ
け
受
験
。
そ
の
後
も

同
大
学
病
院
の
第
二
外
科
に
入

局
し
、
教
授
や
医
局
の
先
生
方

の
協
力
ご
理
解
の
も
と
、
妊
娠

出
産
を
経
て
現
在
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
開
院
に
至
り
ま
す
。
自
分
の

人
生
を
振
り
返
る
と
親
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
が
込
み
上
げ
て
き

ま
す
。
特
に
大
黒
柱
だ
っ
た
母

と
は
よ
く
衝
突
し
て
い
ま
し

た
。
あ
な
た
も
お
母
さ
ん
の
年

に
な
っ
た
ら
わ
か
る
と
よ
く
言

わ
れ
反
抗
の
気
持
ち
を
逆
撫
で

る
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
最
後
は
私
の
味
方
に
な

り
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
今
は

私
が
子
供
た
ち
に
同
じ
よ
う
な

想
い
で
い
ま
す
。

　

又
私
の
座
右
の
銘
の
一
つ
と

し
て
〝
一
期
一
会
〟
が
あ
り
ま

立ち止まって振り返る立ち止まって振り返る

横浜市金沢区　若栗　直子

　

印
象
派
が
光
と
瞬
間
を
追
い

求
め
た
の
に
対
し
、
セ
ザ
ン
ヌ

は
自
然
を
円
筒
・
球
・
円
錐
と

い
っ
た
幾
何
学
的
構
造
と
し
て

捉
え
、
色
彩
の
対
比
に
よ
っ
て

立
体
感
と
秩
序
を
生
み
出
し

た
。
そ
の
探
求
は
単
な
る
技
巧

で
は
な
く
、
現
実
を
構
築
す
る

新
し
い
知
覚
の
提
案
で
あ
っ
た
。

　

彼
の
人
生
は
、
芸
術
へ
の
情

熱
と
精
神
的
な
不
安
定
さ
の
間

で
揺
れ
続
け
た
。
銀
行
家
と
し

て
成
功
し
た
父
親
は
芸
術
を
理

解
せ
ず
、
セ
ザ
ン
ヌ
は
経
済
的

に
依
存
し
な
が
ら
も
精
神
的
に

は
抑
圧
さ
れ
続
け
た
。
恋
人
オ

ル
タ
ン
ス
と
の
関
係
も
６
年
間

隠
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
家
族
に
も

認
め
ら
れ
な
い
孤
独
の
中
で
制

作
に
没
頭
し
た
。
内
向
的
で
頑

固
な
性
格
、
極
度
の
人
見
知
り

ゆ
え
に
女
性
ヌ
ー
ド
モ
デ
ル
を

雇
う
こ
と
も
で
き
ず
、
想
像
で

描
い
た
裸
体
画
は
そ
の
象
徴
で

あ
る
。
画
商
ヴ
ォ
ラ
ー
ル
に
１

１
５
回
も
ポ
ー
ズ
を
取
ら
せ
な

が
ら
絵
を
完
成
さ
せ
ら
れ
ず
、

妻
を
２０
年
間
で
２５
回
も
描
い
た

と
い
う
逸
話
は
、
彼
の
完
璧
主

義
と
執
着
を
示
す
。

　

セ
ザ
ン
ヌ
の
言
葉
「
画
家
に

は
目
と
脳
と
い
う
二
つ
の
基
本

的
部
分
が
あ
る
。
両
者
は
互
い

に
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
は
、
視
覚
と
認
知
の
協
働

と
い
う
、
現
代
神
経
科
学
に
も

通
じ
る
洞
察
を
示
し
て
い
る
。

１
８
９
０
年
に
糖
尿
病
を
発
症

し
、
網
膜
症
に
よ
り
色
彩
感
覚

が
変
化
し
た
と
い
わ
れ
る
。
近

視
で
あ
り
な
が
ら
眼
鏡
を
拒
ん

だ
た
め
、
近
景
は
鮮
明
に
、
遠

景
は
ぼ
や
け
て
描
か
れ
る
独
特

の
空
間
構
成
が
生
ま
れ
た
。

　

精
神
医
学
的
に
見
れ
ば
、
彼

の
情
緒
の
不
安
定
さ
や
被
害
妄

想
的
な
反
応
は
境
界
性
人
格
障

害
の
特
徴
と
重
な
る
。
１
８
９

５
年
、
モ
ネ
が
開
い
た
感
謝
の

集
い
で
、
セ
ザ
ン
ヌ
は
突
然
「
君

も
僕
を
笑
っ
て
い
る
の
か
！
」

と
怒
鳴
り
立
ち
去
っ
た
。
感
謝

の
言
葉
さ
え
侮
辱
に
感
じ
る
過

敏
さ
と
不
信
感
、
そ
し
て
自
尊

心
の
揺
ら
ぎ
は
、
ま
さ
に
こ
の

障
害
の
特
徴
と
い
え
る
。
人
間

関
係
の
不
安
定
さ
と
強
迫
的
な

完
璧
主
義
、
対
人
恐
怖
か
ら
の

逃
避
─
─
そ
れ
ら
が
彼
を
静
物

画
へ
と
向
か
わ
せ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
精
神
的
な
不

安
定
さ
こ
そ
が
、
彼
の
芸
術
を

生
ん
だ
原
動
力
で
あ
っ
た
。
感

情
の
激
し
さ
と
認
知
の
歪
み

が
、
従
来
の
絵
画
の
秩
序
を
打

ち
壊
し
、
新
た
な
時
代
を
創
造

し
た
の
で
あ
る
。
嵐
の
中
で
も

筆
を
取
り
続
け
、
肺
炎
に
倒
れ

る
そ
の
瞬
間
ま
で
、
彼
は
自
ら

　

ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
（
１
８

３
９
―
１
９
０
６
）
は
、
「
一

個
の
リ
ン
ゴ
で
パ
リ
を
驚
か
せ

た
い
」
と
語
っ
た
よ
う
に
、
絵

画
の
根
本
的
な
構
造
を
変
革
し

た
孤
高
の
芸
術
家
で
あ
る
。
ピ

カ
ソ
と
マ
テ
ィ
ス
は
「
セ
ザ
ン

ヌ
は
我
々
す
べ
て
の
父
で
あ

る
」
と
称
え
、
彼
の
作
風
は
印

象
派
を
超
え
、
近
代
絵
画
へ
の

道
を
切
り
開
い
た
。

の
内
な
る
混
沌
を
キ
ャ
ン
バ
ス

に
昇
華
し
続
け
た
。
セ
ザ
ン
ヌ

の
孤
独
と
狂
気
は
、
破
壊
で
は

な
く
再
生
の
力
と
な
り
、
近
代

絵
画
と
い
う
新
し
い
時
代
の
扉

を
少
し
ず
つ
、
し
か
し
確
実
に

開
い
た
の
だ
。

◇

　

会
員
か
ら
の
投
稿
や
連
載
希

望
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

投
稿
の
文
字
数
は
８
０
０
字
程

度
。
ご
不
明
点
は
新
聞
部
ま
で

（
℡

０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１

１
１
）
。

　近代絵画の父の孤独で攻撃的な

人格の謎。 115回のポーズをモデ

ルに要求した異常な完璧主義と、

現代精神医学が明かす感情調節

の困難さとは― （毎月1回連載）。

ポール・セザンヌとポール・セザンヌと

境界性人格障害境界性人格障害
川崎市川崎区　谷本　哲也

医科学から

読み解く

西洋画家の物語
～第九回～

医科学から

読み解く

西洋画家の物語
～第九回～

ポール・セザンヌ『りんごとオレンジ』1899年、
オルセー美術館（事務局撮影）

～第 106 弾～～第 116 弾～

「院長必見！ ハラスメント対策のA to Z

【本年10月1日から】必ず講じなければ

ならない措置とは」

経営研究会動画配信案内動画配信案内

　今年10月から、事業主にはハラスメント
対策の義務が課されています。協会ホーム
ページ「いい医療ドットコム」からご覧い
ただけます（下記QRコード）。

（2026年9月4日開催／講師：社会保険労務士法人HRビ

ジネスマネジメント 横浜事務所　社会保険労務士　菅

原 由紀氏、馬車道法律事務所　弁護士　小賀坂 徹氏）

https://www.hoken-i.co.jp/videos/members/a_to_z1012

02694hr.html



昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可 神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行）（ ） 2026 年 11 月 5 日7 第 2335 号 （ ）6

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

11月18日(水)午後7時～ 11月17日(火)午後7時30分～
　

歯
援
診
・
口
管
強
の
施
設
基
準
研
修
会

歯

科

特

別

研

究

会

　

本
研
修
会
は
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
（
歯
援
診
）

と
口
腔
管
理
体
制
強
化
加
算
（
口
管
強
）
の
施
設
基
準
対

応
研
修
会
で
す
。
「
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
（
認
知
症
に

関
す
る
内
容
を
含
む
）
、
口
腔
機
能
の
管
理
、
緊
急
時
対
応
、

歯
科
疾
患
の
重
症
化
予
防
に
資
す
る
継
続
管
理
、
小
児
の

心
身
の
特
性
」
に
つ
い
て
の
内
容
に
加
え
、
口
管
強
の
施

設
基
準
の
選
択
式
項
目
に
あ
り
ま
す
「
在
宅
医
療
ま
た
は

介
護
に
関
す
る
研
修
」
、「
認
知
症
対
応
力
向
上
研
修
」
に

も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

講
　
師
　
鶴
見
大
学

　
　
　
　
名
誉
教
授

花
田　

信
弘
氏

参
加
対
象

歯
科
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

定
　
員
　
９０
名

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
申
込
み
を

　
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
本
研
究
会
は
「
会
場
開
催
」
で
す
。

誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
当
日
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ

ブ
配
信
お
よ
び
後
日
の
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
と
も
に
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
研
究
会
終
了
後
、
「
講
演
を
最
初
か
ら
最
後
ま

で
ご
受
講
さ
れ
た
歯
科
医
師
の
方
」（
※
会
員
本
人
に

限
り
ま
す
。
会
員
本
人
で
は
な
い
勤
務
医
の
先
生
等
に

は
発
行
で
き
な
い
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
ご
容
赦
く
だ
さ

い
）
に
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。
な
お
、
講
演
の
途

中
参
加
・
途
中
退
出
の
場
合
、
修
了
証
は
発
行
い
た
し

か
ね
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

湘

南

支

部

研

究

会

と
こ
ろ
　
藤
沢
商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー
ク

３
０
２
会
議
室
（
現
地
の
み
）

テ
ー
マ
　「
患
者
さ
ん
が
Ａ
Ｉ
で

〈
正
解
〉
を
持
っ
て
く

る
時
代
、
医
療
者
は
ど

う
し
た
ら
良
い
の
か
？

―
実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
や

留
意
点
／
ト
ラ
ブ
ル
事
例

か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
―
」

講
　
師
　
さ
わ
内
科
糖
尿
病
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
院
長

沢　

丞
氏

参
加
対
象
　
医
師
・
歯
科
医
師

定
　
員
　
３０
名

※
お
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
湘
南
支
部

11月19日(木)午後7時30分～ 11月17日(火)午後7時30分～

第
６４９

回

月

例

研

究

会

V
accine hesitancy

は
、
接
種
を
迷
っ
て
い
る
人
も
含

む
。
接
種
を
推
進
す
る
方
策
と
し
て
「
接
種
を
希
望
す
る

人
が
円
滑
に
接
種
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
」
と
、「
接

種
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
働
き
か
け
」
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
、
行
動
科
学
的
視
点
も
交
え
た
接
種
行
動

を
捉
え
直
す
。
医
療
従
事
者
の
「
一
押
し
」
は
接
種
の
推

進
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
な
ぜ
人
は
ワ
ク
チ
ン
を
打

つ
の
か
、
打
た
な
い
の
か

―V
accine 

h
esitancy

の

現
状
と
医
療
現
場
で
考
え

る
対
策
―
」

講
　
師
　
東
京
医
科
大
学
病
院

　
　
　
　
公
衆
衛
生
学
分
野

町
田　

征
己
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
８（
感
染
対
策
）」１
・
５
単
位

申
請
中

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

共
　
催
　
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
㈱
／
デ
ン
カ
㈱
／
神
奈
川
県

保
険
医
協
会

お
申
込
み
　
研
究
部

横

須

賀

支

部

研

究

会

と
こ
ろ
　
横
須
賀
市
産
業
交
流
プ
ラ
ザ

第
２
研
修
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代

の
医
療
機
関
防
衛

―
ク
チ
コ
ミ
対
応
と
Ａ
Ｉ

時
代
の
備
え
―
」

講
　
師
　
服
部
啓
法
律
事
務
所

　
　
　
　
弁
護
士

深
澤　

諭
史
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
横
須
賀
市
産
業
交
流
プ
ラ
ザ

：

定
員
１０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
現
地
参
加
を
希
望
の
場
合
、
お
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
横
須
賀
支
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※
《
重
要
》
神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、
日
医
生
涯
教
育
講
座
（
Ｃ
Ｃ
）

の
単
位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、
①
性
別
、
②
医
籍
登
録
番
号
、
③
（
医
師

会
会
員
の
場
合
は
）
所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す
（
２５
年

４
月
よ
り
変
更
）。
未
入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、
単
位
を
取
得

い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
当
会
は
一
切

の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。
な
お
、
会
場
参
加
の
場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に

所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
で
単
位
取
得
を
希
望
す

る
場
合
は
参
加
時
間
が
単
位
取
得
に
影
響
し
ま
す
の
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

11月27日(金)午後7時～
初
診
料
（
歯
初
診
）、
歯
科
外
来
診
療
医
療
安
全

対
策
加
算
（
外
安
全
１
）、
歯
科
外
来
診
療
感
染

対
策
加
算（
外
感
染
１
・
２
）の
施
設
基
準
研
修
会

歯
科
医
療
安
全
対
策
講
習
会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時
の

対
応
、
医
療
事
故
、
院
内
感
染

防
止
対
策（
抗
菌
薬
の
適
正

使
用
を
含
む
）、感
染
経
路
別

予
防
策
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症
等
に
対
す
る

対
策
・
発
生
動
向
等
」

講
　
師
　
東
京
医
科
歯
科
大
学
（
現

東
京
科
学
大
学
）

　
　
　
　
名
誉
教
授

深
山　

治
久
氏

参
加
対
象

歯
科
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

定
　
員
　
９０
名

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
申
込
み
を

　
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
本
研
究
会
は
「
会
場
開
催
」
で
す
。

誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
当
日
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ

ブ
配
信
お
よ
び
後
日
の
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
と
も
に
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
研
究
会
終
了
後
、
「
講
演
を
最
初
か
ら
最
後
ま

で
ご
受
講
さ
れ
た
歯
科
医
師
の
方
」（
※
会
員
本
人
に

限
り
ま
す
。
会
員
本
人
で
は
な
い
勤
務
医
の
先
生
等
に

は
発
行
で
き
な
い
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
ご
容
赦
く
だ
さ

い
）
に
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。
な
お
、
講
演
の
途

中
参
加
・
途
中
退
出
の
場
合
、
修
了
証
は
発
行
い
た
し

か
ね
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

11月14日(土)午後6時～

臨

床

懇

話

会

　

日
常
診
療
で
遭
遇
す
る
機
会
の
多
い
感
染
性
腸
炎
。
知

っ
て
い
る
よ
う
で
迷
う
こ
と
も
多
い
そ
の
診
療
に
つ
い

て
、
今
一
度
、
一
緒
に
整
理
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
先
生
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い

感
染
性
腸
炎
」

講
　
師
　
権
太
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
院
長

徳
山　

隆
之
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
５４（
便
通
異
常〈
下
痢
、便

秘
〉）」１
単
位
申
請
中

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

１１
月
１０
日
（
火
）

総
務
部
会
１９
時
３０
分
。

１１
月
１１
日
（
水
）

学
術
部
会
１９
時
３０
分
。
県
央

支
部
幹
事
会
２０
時
。

１１
月
１２
日
（
木
）

第
２５
回
理
事
会
１９
時
３０
分
。

１１
月
１３
日
（
金
）

新
聞
部
会
１９
時
３０
分
。
相
模

原
支
部
幹
事
会
２０
時
。

１１
月
１４
日
（
土
）

医
療
事
務
講
習
会
１４
時
３０

分
。
臨
床
懇
話
会
１８
時
。

１１
月
１５
日
（
日
）

医
科
新
規
指
定
医
講
習
会
１０

時
。

１１
月
１６
日
（
月
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。
政
策

部
会
１９
時
３０
分
。

１１
月
１７
日
（
火
）

湘
南
支
部
幹
事
会
・
支
部
研

究
会
１９
時
。
横
須
賀
支
部
幹

事
会
・
支
部
研
究
会
１９
時
１５

分
。

11月10日～
11月17日

施設基準

施設基準
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